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農業環境技術研究所（農環研）の監事になり、

早5年目を迎えています。その間、「安全で快

適な職場作りに向けて」取り組んだ事例を紹介します。

　農環研の研究本館は、同居する他の研究機関の研

究室を含めて、消防法による「総合防災避難訓練」の

実施対象です。毎年、震災を想定した「総合防災避難

訓練」を、地元消防署の指導・立会いのもと実施して

います。その成果が東日本大震災で現れました。地震

発生時、理事長をはじめ経営管理責任者の大半は都

内の会議で不在でしたが、農環研内では全員が無事

避難して、施設も大きな被害はありませんでした。これ

は訓練の大成果です。そのほかにも5年間には、小規

模な「化学薬品の爆発事故」や「老朽化実験機器の過

加熱事故」が発生しましたが、迅速な初期対応と通報

で大事に至っていません。同時に原因究明と再発防

止を速やかに行い、地元消防署等との信頼関係を深

めています。

　毒劇物取締法や高圧ガス保安法に基づく安全管理

体制の充実も図りました。5年前には準備中だった「化

学薬品管理システム」を導入し、化学薬品に精通した

職員で構成された安全管理室により年次計画的に改

善した結果、毒劇物や化学薬品類、危険な水素やアセ

チレンを含む高圧ガスボンベの保管量が激減し、最

小限の保管量を維持しながら施錠管理しています。一

方、棚の物品の落下防止や高圧ガスボンベの転倒防

止は初期の段階から徹底しました。東日本大震災で

は、大きな被害を受けて研究機能が停止した大学や

研究機関もありましたが、農環研は大きな被害もなく、

地震直後から、農作物や土壌の放射能分析など、農水

省を通した緊急依頼に対応できました。その後も、農

地の放射性物質濃度分布図の作成などに大きな貢

献をしています。

　労働安全衛生法や建築基準法などの視点からは、

毎月の安全衛生委員会と職場巡視を徹底して、リスク

管理意識を向上させ、「メンテナンス会議」を継続して

経年劣化によるリスクを回避しています。今年の正月

に有楽町で起きた漏電火災により、帰省ラッシュで満

員の東海道新幹線が運転停止になったことは記憶に

新しいところですが、農環研では、古いガス器具の不

着火やコンセントの漏電リスクを初期段階で把握す

る全館調査を行い、迅速に対処しています。さらに、今

年度後半には、3つの難工事（本館耐震補強、全域空

調改修、受変電設備老朽化の更新）を、建築資材の急

騰、工事職人不足の厳しい状況下で実施しています。

全職員が騒音・振動と狭い業務スペースの中で協力

し合い、工事は無事故での完成に向けて進行中です。

　このような「安全で快適な職場作り」の中、昨年末に

は「農林水産研究成果10大トピックス」に農環研から

2課題が選ばれました。選定された成果をはじめ、食

料の安定供給や土壌の重金属汚染対策など「世界の

食料と環境の問題」に向けた研究成果が研究所から

生まれる姿は大変うれしく、特に若い研究職の成長と

活躍に期待します。
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